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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 
本研究は，生産性の向上と環境負荷低減の両立を可能にする精密な放牧管理技術の構築を目
的として，主に（1）家畜行動の監視技術の開発と，（2）空間モデリングによる家畜行動に影響
を及ぼす環境要因の評価を行った。これまで GPS首輪を装着した家畜の位置情報に基づく行動
学の研究は多くあるが，本研究では新たに開発された各種センサ情報を組み合わせることで，
放牧牛の採食活動および排泄活動を監視する技術を開発した。さらに，放牧地の土壌栄養源と
なり，温室効果ガス排出源でもある家畜の糞排出場所に着目し，その空間分布に与える環境要
因の影響について，ベイズ手法を用いた空間モデルから明らかにした。特に本研究の空間モデ
リングでは，将来的に圃場管理者が操作可能なパラメータ（草量と水飲み場の場所）を用いて
いるため，放牧管理における応用面（糞排出場所を人為的に操作）でも大きな貢献が期待され
る。 
論文は，全 7章で構成され，前半部は要素技術の開発，後半部は応用研究である。第 1章の
序論と先行研究のレビューに続き，第 2-3 章では，GPS と加速度センサ等の各種 IT 機器によ
る行動情報の監視技術を確立した。第 4-5 章では，ベイズ手法を用いた放牧家畜の糞排出場所
の空間モデリングにより，糞排出場所に影響する操作可能な要因の影響を明らかにした。さら
に 6章では，無人飛行機（UAV）で得られる超高解像度な空撮画像を利用して，放牧地内に分
布する糞の画像検出にも取り組んだ。最後に 7章では，研究成果をまとめ，本研究で得られた
技術開発の実応用面での利用限界と将来的な課題についての展望を示した。  
申請者は，本研究に関連して，これまでに書籍 1篇，学術論文 10篇（査読付，SCI論文），
プロシーディング 10篇，国際シンポジウムおよび学会報告 24篇を公表しており，うち書籍と
学術論文 4編が本学位論文の骨子となっている。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
 
